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崩壊地を歩き、植生を知り、川の流れを感じ、自然と人々と

の関わりを実体験することによって、そこに住む人々の生活を

知ります。また、災害体験談等を通じて土砂災害の危険性を

学びます。

農業体験や林業体験、機織り

や木材加工など、地場産業や

地域文化の体験を通じて中山

間地域の現状を学びます。
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『キャンプ砂防』 参加者の声キャンプ砂防とは

　

キャンプ砂防２０１９参加者募集

いろいろな現場を見学し、どこもスケールの

大きい土砂移動が起きている場所だけに、危

険が伴い、人間の小ささを感じるような場所だ

った。このような場所で作業することで事故な

ども発生しやすいのではないかと懸念したが、

緊張感があるからこそ普通の現場よりも事故が

少ないと教わった。現場では、それまで砂防学

で勉強してきた内容の復習のような部分もあっ

たが、なによりも、直感的にスケールの大きさ

に戦慄を覚え対策の重要性を理解でき、なおか

つ人間のたくましさを実感できた。

（広島大学　3年・女性）

様々な現場に行き、その道で働くプロの方々

より砂防について学ぶことができた。砂防の

現場は一般的に立ち入り禁止となっている場

所が多く、独学で学ぶには限界があるが、こ

の機会に現場の状況や現場の話などを聞け、

大変参考になった。最新の作業機械に触れる

ことができ、どのように作業しているのか、

ICTはどのように導入されているのかといった

ことを理解できた。もともと砂防に興味があ

ってキャンプ砂防に参加したが、もっと砂防

について学びたいと感じた。

（宇都宮大学　4年・男性））

現場を見学し、安全管理が厳正に行われてい

た様子が印象に残った。少しのアクシデント

が命に関わる重大な事故になり得る中、規則

・法令を遵守した作業計画を行うことが重要

と知った。現場は急な斜面に囲まれた場所に

あり、移動にモノレールや架線を利用し、重

機は分解して現場に運んだ後に組み立てると

いった工夫がなされていることを知った。現

場管理をされている方からは、安全管理の責

任というプレッシャーを負う一方、地図に残

る仕事という大きなやりがいを感じることが

できた。

（静岡大学　3年・男性）

地域の方々の講話や観光業体験、

地域イベント等に参加し、 まちおこ

しについて考えます。

過去に起こった災害現場視察や砂

防工事の実習を行い、日頃机上

では学べない現場作業などを学び

ます。

　我が国は、急峻な地形、脆弱な地質等により土砂災害を受けやすい自然条件下にあります。

さらに、近年中山間地域では、過疎化、高齢化に伴い森林管理の衰退や耕作放棄地の増加などに

より荒廃が進んでおり、土砂災害の発生等大きな社会問題となっております。一方、このような中山

間地域においては、活力ある地域づくりのために各地域の個性を活かした様々な取り組みがなされて

います。

　このような中山間地域の現状を実際に体験できる場を全国の学生に提供し、地域の抱える問題点、

活性化の支援のあり方、防災対策のあり方を学び、中山間地域における砂防の意義・役割を考える

ことを目的として、平成８年度より「キャンプ砂防」が実施されています。
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